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㈱
富
士
物
産
と
町
が
企
業
進
出
で
調
印
！

河
口
湖
畔
に
山
梨
宝
石
博
物
館
を
建
設
！

長
山
か
つ
さ
ん
　
１
０
０
歳
！

　
　
　
　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

松
山
油
脂
富
士
河
口
湖
工
場
が
完
成
し
、

　
　
操
業
を
ス
タ
ー
ト

　
⑭
富
士
物
産
（
取

締
役
社
長
　
関
口
博
）

は
、
町
と
の
調
印
式

を
４
月
３
日
に
町
役

場
で
行
い
ま
し
た
。

　
⑭
富
士
物
産
は
、

昭
和
54
年
３
月
に
会

社
を
設
立
し
て
、
機

内
食
、
ホ
テ
ル
及
び

結
婚
式
場
の
パ
ー
テ

ィ
ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン

向
け
食
材
、
お
せ
ち

料
理
な
ど
の
季
節
物
食
品
な
ど
の
製
造
加
工
販
売
と
食

材
の
輸
入
を
し
て
い
ま
す
。

　
⑭
富
士
物
産
で
は
近
年
の
高
級
食
材
の
受
注
増
加
に

対
し
て
、
現
在
の
本
社
工
場
と
富
士
吉
田
市
下
吉
田
に

あ
り
ま
す
第
２
工
場
を
統
合
し
て
、
勝
山
地
区
に
新
工

場
を
移
転
新
築
し
て
生
産
量
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

　
工
場
の
規
模
は
、
工
場
棟
と
管
理
棟
（
一
部
改
修
）
。

２
階
建
て
で
、
延
べ
床
面
積
２

５
７
０
�
、
敷
地
面

積
１
７

１
０
４
�
で
す
。
社
員
数
は
平
成
20
年
に
は

１
０
０
名
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
工
場
は
、
来
年
４
月
の
操
業
開
始
を
目
指
し
建
設
等

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
宝
石
産
業
は
山
梨
県
に
お
い
て
き
わ
め
て
重
要
な
産

業
で
あ
り
観
光
資
源
で
あ
り
ま
す
。
町
で
は
、
町
の
観

光
業
の
発
展
に
資
す
る
た
め
の
観
光
拠
点
と
し
て
、
山

梨
県
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
水
晶
を
中
心
と
し
た
宝
石
を

展
示
す
る
、
山
梨
宝
石
博
物
館
を
招
致
す
る
に
至
り
ま

し
た
。
船
津
字
大
池
地
内
に
（
有
）
山
梨
宝
石
博
物
館

と
協
力
し
て
宝
石
博
物
館
を
建
設
し
、
来
春
オ
ー
プ
ン

を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
の
宝
石
博
物
館
は
、
床
面
積
8
1
6
�
、
展
示
点

数
3

0
0
0
点
以
上
で
、
国
内
唯
一
の
宝
石
専
門
博

物
館
と
な
り
ま
す
。

　
宝
石
の
正
し
い
知
識

の
普
及
と
真
の
宝
石
の

美
し
さ
を
知
っ
て
い
た

だ
く
施
設
と
し
て
（
有
）

山
梨
宝
石
博
物
館
が
運

営
し
ま
す
。

　
４
月
24
日
に
、
町
と

（
有
）
山
梨
宝
石
博
物

館
は
、
町
役
場
に
お
い

て
山
梨
宝
石
博
物
館
の

設
置
・
運
営
に
関
す
る

契
約
の
締
結
を
行
い
ま

し
た
。

　
町
の
新
し
い
文
化
施
設
と
し
て
、
ま
た
観
光
施
設
と

し
て
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
館
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　　
船
津
在
住
の
長
山
か
つ
さ
ん
は
、
明
治
39
年
４
月
９

日
生
ま
れ
で
、1
0
0
歳
を
迎
え
ま
し
た
。か
つ
さ
ん
は
、

今
で
も
家
の
皆
さ
ん
の
洗
濯
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
洗

濯
物
も
干
し
、
店
の
味
噌
汁
を
作
り
、
家
の
回
り
の
草
取

り
も
し
て
い
る
そ
う
で
、
長
山
家
で
は
欠
か
せ
な
い
家

族
の
一
員
と
し
て
今
で
も
現
役
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
町
長
が
1
0
0
歳
の
お
祝
い
に
訪
問
し
「
か
つ
さ
ん
、

町
の
女
性
で
は
最

高
齢
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
お
元
気

で

1

0

5

歳

、

1
1
0
歳
ま
で
長

生
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
」
と
お
祝
い

を
申
し
あ
げ
町
か

ら
の
祝
い
金
を
贈

呈
し
、
長
寿
を
お

祝
い
し
ま
し
た
。

　
船
津
財
産
区
有
地
に
建
設
を
進
め
て
い
ま
し
た
、
松

山
油
脂
株
式
会
社
（
東
京
都
墨
田
区
）
の
富
士
河
口
湖

工
場
が
完
成
し
、
４
月
26
日
に
町
関
係
者
を
招
い
て
の

竣
工
披
露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
松
山
油
脂
（
株
）
は
、
肌
に
や
さ
し
く
、
人
に
も
環

境
に
も
安
心
な
品
質
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
無
添
加
の
製
品

作
り
を
50
年
行
っ
て
い
る
会
社
で
す
。
富
士
の
伏
流
水

を
活
用
し
、
自
分
た
ち
で
有
機
栽
培
し
た
ハ
ー
ブ
で
安

全
性
の
高
い
製
品
を
作
り
た
い
と
、
こ
の
地
へ
の
工
場

建
設
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
富
士
河
口
湖
工
場
に
は
、
現
在
41
名
の
従
業
員
が
お

り
、
そ
の
う
ち

30
名
が
地
元
出

身
者
と
い
う
、

地
域
に
根
ざ
し

地
域
と
共
に
歩

む
企
業
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

,

,

,
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■
無
料
弁
護
士
相
談

　
◆
日
時
　
毎
月
５
、
10
、
15
、
20
、
25
日

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

　
　
　
　
　
（
こ
の
日
が
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
前
後
の
平
日
）

　
◆
場
所
　
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
室

　
　
　
　 

（
県
民
情
報
プ
ラ
ザ
２
階
：
甲
府
市
）

　
※
相
談
は
予
約
制
で
、
１
人
当
た
り
30
分

■
電
話
相
談

　
◆
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
　

　
　 

 

�
0
5
5
‐
2
2
3
‐
1
3
6
6

　
◆
富
士
北
麓
・
東
部
地
域
振
興
局

　
　
（
�
0
5
5
4
‐
45
‐
7
8
0
0
　
内
線
2
0
4
1
）

　
◆
曜
日
・
時
間
　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
山
梨
県
で
は
、県
内
88
名
の
方
を
消
費
生
活
相
談
員
と
し

て
委
嘱
し
、毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
消
費
生
活
に
関
す
る
苦

情
や
相
談
を
受
付
け
て
い
ま
す
。
わ
が
町
の
相
談
員
さ
ん

は
、
次
の
２
人
で
す
。お
気
軽
に
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

　
梶
原
　
経
子
　
船
津
4
6
4
0
　  

�
72
‐
１
４
２
４

　
渡
辺
　
菊
美
　
船
津
5
2
3
6-

9
　
�
72
‐
２
３
４
４

　
先
月
も
富
士
吉
田
市
で
被
害
が
で
ま
し
た
が
、「
振
り
込

め
詐
欺
」や「
架
空
請
求
」な
ど
に
よ
る
、山
梨
県
内
で
の
昨

年
の
被
害
額
は
１
億
８
千
万
円（
1
2
0
件
）に
の
ぼ
り
ま

す
。
　
だ
ま
し
の
手
口
も
巧
妙
化
・
多
様
化
し
て
い
ま
す
の
で
、

充
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
お
か
し
い
な
、
だ
ま
さ

れ
た
と
思
っ
た
ら
、す
ぐ
、県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
し

て
み
て
下
さ
い
。専
門
の
相
談
員
が
対
応
し
て
く
れ
ま
す
。

架
空
請
求
に
対
し
て
は
、

　
　
　
　
　
次
の
よ
う
に
対
処
し
ま
し
ょ
う
。

●
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
に
対
す
る
対
処
の
ポ
イ
ン
ト

�
請
求
に
心
当
た
り
が
な
け
れ
ば
、
連
絡
を
取
ら
な
い
。

　
払
わ
な
い
。

�
請
求
の
は
が
き
や
電
子
メ
ー
ル
は
証
拠
と
し
て
保
管
し

　
て
お
く
。

�
悪
質
な
取
立
て
や
危
険
を
感
じ
た
ら
警
察
に
連
絡
す
る
。

�
普
段
か
ら
個
人
情
報
の
取
扱
に
注
意
す
る
。

振
り
込
め
詐
欺
対
策

�
相
手
に
名
乗
ら
せ
る   

�
こ
ち
ら
か
ら
名
乗
ら
な
い

�
事
実
を
確
認
す
る
　   

�
近
所
や
警
察
に
相
談
す
る

消
費
生
活
等
に
関
す
る
相
談
は
、

　
山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
（
県
民
情
報
プ
ラ
ザ
２
階
）

　
　
　
�
０
５
５
‐
２
３
５
‐
８
４
５
５

　
地
方
相
談
所
（
都
留
市
・
南
都
留
合
同
庁
舎
１
階
）

　
　
　
�
０
５
５
４
‐
45
‐
５
０
３
８
・
７
８
４
３

今月の行政相談・心配ごと相談日

5月20日(土)

◆行政相談・心配ごと相談・弁護士相談は、

　どこの場所へ行ってもOKです。

場　所 時　間 弁護士相談

町交流センター

足和田出張所

上九一色出張所

勝山ふれあい

センター

10時～14時 10時～12時

午後1時～4時 午後1時～3時

＝
県
の
機
関
が
行
っ
て
い
る
各
種
相
談
＝

町の行政相談員さんは、　白壁　勝雄　72-0143　　　小佐野誠太郎　83-2320

　　　　　　　　　　　　梶原　一榮　82-2446　　　渡辺　袈裟司　87-2316

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

平
成
18
年
度

　
山
梨
県
消
費
生
活
相
談
員
を

　
　
　
紹
介
し
ま
す

だ
ま
さ
れ
な
い
で
!

手
口
は
さ
ま
ざ
ま
…

架
空
請
求
の
手
口

架空請求は
絶対無視!

悪質な場合は
相談を!
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◎
５
月
は
町
税
等
の

　
　
　
収
納
対
策
強
化
月
間
で
す

◎ 

平
成
18
年
度
の

　
　
　
町
税
等
の
納
期
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
５
月
を
収
納
対
策
特
別
強
化
月
間
と
し
て
位
置

付
け
、
町
税
等
の
納
付
が
遅
れ
て
い
る
人
を
対
象
に
滞
納
を

な
く
す
取
り
組
み
を
全
庁
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
納
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
20
日
後
に
『
督
促
状
』
が
送
付
さ

れ
ま
す
。
お
手
元
の
納
付
書
で
お
早
め
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。
督
促
状
送
付
後
も
納
付
し
て
い
た
だ
け
な
い
場
合
、『
催

告
書
』
を
送
付
し
て
納
付
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
納
付
し
て
い
た
だ
け
な
い
場
合
に
は
、

職
員
が
、
ご
自
宅
に
お
伺
い
し
た
り
す
る
夜
間
・
休
日
訪
問

や
電
話
を
か
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
承
知
お
き

く
だ
さ
い
。
今
一
度
納
付
書
等
を
ご
確
認
の
上
、
未
納
と
な

っ
て
い
る
町
税
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
早
め
に
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　
町
民
の
皆
様
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
町
税
は
、
身
近

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
る
大
切
な
財
源
と
な
る
も
の

で
す
。
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】

１ 

個
別
訪
問
電
話
催
告
の
実
施

　
　
滞
納
者
に
対
し
て
昼
間
、
夜
間
、
休
日
を
問
わ
ず
、
午
後

　
８
時
ま
で
戸
別
訪
問
や
電
話
に
よ
る
催
告
を
行
い
ま
す
。

　２ 

夜
間
臨
時
納
付
窓
口
の
開
設

　(

１)
 

日
　
時
　
５
月
26
日 

(

金)

・
31
日 

(

水)

　

　
　
　
　
　
　
　
午
後
８
時
ま
で

　(

２)
 

場
　
所
　
町
役
場
　
１
階 

税
務
課

　(

３)
 

納
付
で
き
る
町
税
等
　
町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、

　
　
　 

軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料

★
税
目
ご
と
に
納
期
が
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
期
間

　
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
　
町
役
場 

税
務
課
　
収
納
係
　

　
　
　
　
　
　 

電 

話 

７
２
‐
１
１
１
３

　
月
末
が
納
期
限
と
な
り
ま
す
。
月
末
が
土
日
も
し
く

は
祝
日
の
場
合
は
、
そ
の
翌
日
が
納
期
限
で
す
。

　
ま
た
、
固
定
資
産
税
の
第
３
期
、
国
民
健
康
保
険
税

及
び
介
護
保
険
料(

普
通
徴
収
分)

の
第
６
期
は
、
12
月

25
日
が
納
期
日
と
な
り
ま
す
。

納期月 町県民税 固定資産税 軽自動車税 国民健康保険税 介護保険料

平成18年度　町税等納期一覧

12月

4月 第１期

第２期 第１期

第２期

第３期

第４期

第５期

第６期

第７期

第８期

第１期

第２期

第３期

第４期

第５期

第６期

第７期

第８期

第３期

第４期

第１期

第１期

第２期

第３期

第４期

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

1月

2月

3月

◆
新
築
住
宅
　
平
成
18
年
6
月
1
日
か
ら

◆
既
存
住
宅
　
平
成
23
年
6
月
1
日
か
ら

◆
住
宅
用
火
災
報
知
器
が
必
要
な
場
所

　
�
全
て
の
寝
室

　
�
2
階
以
上
に
寝
室
の
あ
る
場
合
、

　
　
1
階
へ
通
じ
る
階
段
の
上
部

　
�
7
�(

4
畳
半)

以
上
の
居
室
が
5
以
上
あ
る
階
の

　
　
廊
下

住
宅
用
火
災
報
知
器
の
設
置
義
務

　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は

全
国
で
１
千
人
を
超
え
そ
の
七

割
が
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で

す
。
　
平
成
16
年
６
月
の
消
防
法
の

改
正
に
伴
い
、
全
国
一
律
に
住

宅
用
火
災
報
知
器
の
設
置
が
次

の
よ
う
に
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

　
住
宅
用
火
災
報
知
器
は
、
煙
・
熱
を
感
知
し
て
、
ブ
ザ
ー

音
で
火
災
の
発
生
を
知
ら
せ
ま
す
。

　
消
火
器
と
同
様
に
悪
質
な
訪
問
販
売
や
点
検
を
す
る
者

が
出
没
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
十
分
注
意
し
て
下
さ

い
。
消
防
署
員
が
訪
問
販
売
や
点
検
す
る
こ
と
は
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　町では、児童家庭相談を実施

しています。お子さんのことに

ついての悩み・子育ての心配ご

とのある方は、お気軽に相談を

ご利用ください。

【相談内容】

　子どもの育ち（発育・発達）や気になる行動（落

着きがない・神経質など）

　また、子どものしつけや子育ての不安などあらゆ

る家庭相談に応じます。

　さらに、子ども本人やその家族など一般の方から

の児童虐待の相談にも応じます。相談にあたっては、

秘密を厳守いたします。

【連絡先】　　　

◎福祉推進課児童福祉係　℡�７２‐６０２８

　　平日　午前８時30分～午後５時15分

◎町立教育センター　　　　�８３‐３０２２　

　　平日　午前10時～午後４時まで

�

　（児童虐待の再発防止及び高いリスクを

　　　　抱える家庭の虐待未然防止事業です。）

【事業概要】　

　本来児童の養育について支援が必要でありながら、

積極的に自ら支援を求めていくことが困難な状況に

ある家庭に対して過重な負担がかかる前の段階にお

いて、訪問による支援を実施することにより、当該

家庭における安定した児童の養育を可能にすること

等を目的としています。

【主に支援の対象になる家庭】　　

　・児童養護施設等を退所又は里親委託終了後の家

　　庭復帰のため自立に向けたアフターケアーが必

　　要な家庭。

　・虐待の恐れやそのリスクを抱える家庭。

【担当】

　福祉推進課児童福祉係　℡�７２‐６０２８

　子どもさんの心身に障害がある場合、できるだけ

早期に、専門家の適切な治療や指導を受けることが

大切です。この事業は、お子さんの心身のことで心

配されているご家族のために、専門の医師などがチ

ームを組んで相談にあたるものです。秘密は厳守い

たしますので、お子さんを連れてお気軽にご相談下

さい。

※開催時間；精神　午後１時３０分～４時

 　　　　　  整形　午後２時３０分～４時

■担当職員　医師、児童福祉司、相談員、

　　　　　　児童心理司、保健師等

■相談内容　手足の不自由、発達や発育の遅れ等が 

　　　　　　ある子どもに対する家庭療育の仕方や 

　　　　　　 職業の適正、施設入所の相談、その他

●予約制なっています。事前に連絡して下さい。

　⇒山梨県都留児童相談所　�0554‐45‐7835

　山梨県乳幼児医療費補助金交付要綱の一部改正に

伴い、入院時食事療養費が助成対象外となります。

　尚、助成対象年齢は今までの通りです。

★通院5歳誕生月の末日まで

★入院は、小学校就学前（6歳到達の最初の年度末）

　まで

◎乳幼児医療費助成金の請求については、請求書に

　添付する領収書は、各部単位

　等の（個別の診療報酬点数の

　算定項目のわかる明細書）入

　った所定の領収書を添付して

　いただきます。（医療機関発

　行のレシート、任意の領収書

　等では請求できませんので、注

　意して下さい。）

◆児童家庭相談のお知らせ◆児童家庭相談のお知らせ 心身障害児・者、巡回療育相談について心身障害児・者、巡回療育相談について

◆育児支援家庭訪問事業

　　　　　　　開設のお知らせ

◆育児支援家庭訪問事業

　　　　　　　開設のお知らせ

町の乳幼児医療費助成が、

７月１日から次のように変わります。

町の乳幼児医療費助成が、

７月１日から次のように変わります。

開催日時と場所

日　時 専 門 場　　所

５月２３日 富士ふれあいセンター整形

富士河口湖町役場精神

下吉田南コミセン精神

富士ふれあいセンター整形

下吉田南コミセン精神

富士ふれあいセンター整形

６月１４日

７月１９日

１０月１０日

１０月１８日

２月１３日
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花と人のハーモニー花と人のハーモニー花と人のハーモニー花と人のハーモニー花と人のハーモニー花と人のハーモニー
No.10No.10

" 今年も「花のまちづくり花壇コンクール」を開催します。 "" 今年も「花のまちづくり花壇コンクール」を開催します。 "" 今年も「花のまちづくり花壇コンクール」を開催します。 "
　「花のまちづくり」は、人と花や緑が、また花をめぐる人と人とが互いに影響し

合って、家庭や公共の場で美的なセンスを磨き、花を介した交流を活発に行な

い、生き生きとした美しく心地よい地域をつくっていくものです。また、花や緑

をいかして周辺の環境、身近な自然を大切にすることは、地域の社会的、歴史的、

文化的な資産を次世代に引き継ぐことになります。

　『花のまちづくり花壇コンクール』は、花の管理状態やデザインを評価するこ

とにとどまらず、花を用いて地域の文化や身近な自然を大切にすることによっ

て花が一層美しく映える取り組みなど、花の社会性を評価するコンクールです。

　団体部門（区、自治会、学校、各種団体等の住民グループ）のほか、今年は企業部

門（ホテル、旅館、工場、商店などの事業所）も設けてコンクールを開催します。

《お問い合わせ》　環境課資源保全係　℡�７２－３１６９（直通）

第8回ガーデニングコンテスト
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ステラシアター夏季スタッフ募集

勝山地区に企業進出する（株）富士物産でのパート募集！

　自然に囲まれた野外音楽ホール『河口湖ステラシアター』では、音楽のトップシーズンにむけて夏季のスタッ

フを募集しています。河口湖ステラシアターでは、この夏も幅広いジャンルの数々の音楽イベントが開催されま

す。音楽関係（コンサート）、芸能関係の業務に興味のある方、音楽業界への就職を目指している方、一緒に夏

のコンサート・イベントを成功させましょう！

■勤 務 地　富士吉田市小明見（新工場；勝山）

■勤務時間　午前9時～午後5時30分（出・退社時間については応相談）

■休日・休暇　日・祝日、夏季休暇、年末年始休暇　　■雇用形態　パート（3ヶ月間試用期間あり）

■求 人 数　5名　　■賃　　金　時給750円～850円（交通費支給）

■資　　格　普通自動車免許必須、20歳～45歳、まじめで長い間勤務できる方を優遇

■応募方法　電話連絡の上、履歴書（写真貼付）・健康診断書をご持参下さい

●応 募 先 （株）富士物産　関口（�２３－２５５０）

　※富士物産では、来年４月からの操業を目指し、勝山に新工場を建設、今年の９月から臨時雇用し、

　　富士吉田市の工場で研修を行い、新工場完成に合わせて新工場での雇用になる予定です。

雇用形態　町役場 臨時職員

業務内容　コンサートに関わる事務

　　　　　　　　（word,excelを使用）

期　　間　６月～９月（４ヶ月間）

勤務時間　8:30～17:30

給　　与　町臨時職員規定に基づく

待遇条件　交通費支給、残業手当、有給休暇、

休日休暇　完全週休２日制（火曜定休＋１日）、祝日

募集人数　１名

雇用形態　アルバイト

業務内容　舞台製作（初心者・学生歓迎）

期間・時間　コンサートスケジュールによる

時　　給　８５０円

待遇条件　交通費、食事支給、

募集人数　登録制の仕事です。コンサートの内容により、

　　　　　時間が異なります。

　　　　　決まり次第、随時連絡させていただきますの

　　　　　で登録をお待ちします。

■事務スタッフ ■舞台スタッフ

河口湖ステラシアター　℡�７２－５５７７

………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………
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富士と湖の自然をみつめて富士と湖の自然をみつめて

ご意見・ご質問は、TEL（FAX）0555－20－3510　河口湖フィールドセンター　自然共生研究室まで

平成１８年度ビオトープモニタリング　第１回

富士河口湖町ジュニア・レンジャーが活動を始めました　�ゲンジボタル幼虫放流

ショート・ニュース

　昨年４月から開始した河口湖畔のビオトープのモニタリング調査ですが、今年度の第１回

が４月２１日（金）に、東京農工大学の大学院生・大学生３名と帝京科学大学生１名が

参加して、河口湖美術館と大池公園のビオトープで行われました（写真）。

　昨年は、２ヶ所のコドラート（調査区画）で行いましたが、今年度から各３ヶ所に

増やし、トンボ・ゲンゴロウ・カワゲラ・トビケラのグループを中心に、種類と数の

変化を見て行こうということになりました。もちろん、カワニナ（ゲンジボタルの幼

虫が食べる巻き貝）は最重点種で、数を調べた後再放流しています。

　午前中は一時雪が舞う寒い日でしたが、調査が終わる頃には暖かくなり、湖畔では真っ

青な空に真っ白な富士山と満開の桜がみられました。河口湖美術館では、昨年に比べカワニナ・ゲンゴロウ類の数は少なか

ったものの、様々なカワゲラ・トビケラ類が見られました。カワニナは広い範囲にみられ確実に定着していました。クレソン

が繁茂している所もかなりあり、これがカワニナのエサになっているのではと思っています。大池公園の方は、水の量が徐

々に増え、全体として良い環境になって来ています。アシ刈りをした場所とひかえた場所とをつくったことも良かった

ようで、昨年のこの時期には少なかったゲンゴロウ類や大型のヤンマの幼虫が見つかり、ヒキガエルとヤマアカガエルと

思われるオタマジャクシも多く見つかりました。カルガモの夫婦も居着いていますので、かわいいヒナが親鳥の後をついて

歩く姿も見られるのではと期待しています。

　２２日の午後には、これらビオトープの生物と比較する目的で、西川の源流部（三ッ峠登山道入口）で水生生物を探してみ

ました。標高が１２５０ｍもあるため水温も低く、５～６月には見られるハコネサンショウウオは発見できませんでしたが、オオ

ヤマカワゲラを始め様々なカワゲラ・トビケラ類がみられ、角田君が探していた網には天然のヤマメまで入り、ブナ林が育ん

でいる西川の自然度の高さを実感しました。今後は、河口湖と西川も含めた水辺環境をモニタリングして行く予定です。

　

　南都留理科サークル（故山下高徳先生が始められた小中学校の理科の先生たちのグループ）が主体となって３０数年続い

ている「自然観察教室」を卒業した子供達が「富士河口湖町ジュニア・レンジャー」となっていますが、今年度の第１回の活

動が４月２２日（土）に行われ、３２人が参加してくれました。

　河口湖では、昨年まで湖畔からは数頭しか見られなかったカワニナが、今年は渇水の

ため水位が２ｍも下がっていて拾いやすくなっていましたので、まずは一人１０頭以内で

集めてもらいました（写真）。カラスガイやシジミ・タニシなども見やすくなっていました

ので、それらと比較しながら生きているカワニナだけを集めました。

　ゲンジボタル幼虫の放流も、昨年は八木崎公園と河口湖美術館の２ヶ所で行いました

が、渇水のため八木崎は池になっており、河口湖美術館は環境が良くなってゲンジボタ

ルが自然発生する可能性が高いため、今年は大池公園と大石公園のビオトープにそれぞ

れ約２００頭のゲンジボタル幼虫と約１００頭の河口湖産カワニナを放流しました。今年も自

然再生研究会の４名に手伝ってもらいスムーズに進めることが出来ました（写真）。

　当日、放流したのは自然共生研究室１階の飼育室で昨年から育ててきた幼虫の約半数に

あたる７６８頭の大部分でしたが、残りの幼虫とカワニナを、自然再生研究会の人達と寺川

の河口付近に放流しました（それ以外の西川・山ノ神川には水がないか、あっても水量が少

なすぎたため）。ゲンジボタルのビオトープへの定着のみならず自然の川での発生を願い

つつ、昔、西川で見られたという「螢の塊」を夢見ています。

・ミヤマシジミとアリの共生の様子が、４月１０日ＮＨＫプレミアム１０で約５分間にわたって紹介されました。

・４月２３日代々木公園で「シジミチョウとアリのふしぎな生態」と題して講演を行いました。

・５月１日発行の日本自然保護協会の「自然保護」誌の中で、３ページにわたって「ミヤマシジミとアリの不思議な関      

　係」と 題して、自然共生研究室の自然保護活動の一部を紹介できることになりました。

・４年目のアースウォッチプロジェクト「富士山麓の絶滅危惧チョウ類」の第２回が５月２０～２１日に開催予定です。
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このページについてのお問合せは、河口湖ステラシアター ℡７２－５５８８までどうぞ

♪自然の香りが響きわたる♪ ♪優しい音が湖風に舞う♪

1995年に河口湖ステラシアターがオープンして以来、シンボルアーティストと

してコンサートを開催している森山良子は、今年デビュー40周年の記念の年を

迎える。その特別企画として開催する今回のステージは最新アルバム『Tears～

森山良子 韓流アルバム～』からの楽曲を中心にお届けする。なんと今回のコン

サートではこのアルバムに収められている「I Believe」（映画『猟奇的な彼女』

主題歌）を歌うバラードの皇帝シン・スンフンをスペシャルゲストに迎え、森山

良子のオリジナル楽曲はもちろん韓流ナンバーなど、普段では聴くことが出来

ないコラボレーションが楽しめる。まさにこの日しか見られないスペシャルス

テージは見逃すことが出来ない。

デビュー４０周年の夏は韓国からのスペシャルゲスト：シン・スンフン

加藤登紀子・南こうせつ・江原啓之

河口湖円形ホール

７月２２日（土）１７：００　河口湖ステラシアター

チケット全席指定６,０００円　【５月１４日（日）全国一斉発売】

お問合せ　河口湖ステラシアター　℡７２-５５８８

７月１５日（土）１７：００

河口湖ステラシアター

全席指定６,０００円

チケット　５月１３日（土）

全国一斉発売

河口湖ステラシアター ℡７２-５５８８

６月３日（土）１９：００　全席自由４０００円

お問合せ　タンネアンディムジク音楽事務所　℡０３-５３８４-５７７２

森 山 良 子森 山 良 子

イルカwith Friendsイルカwith Friends

ベートーヴェン ヴァイオリン・ソナタの夕べベートーヴェン ヴァイオリン・ソナタの夕べ

IUCN国際自然保護連合の親善大使も務めるイルカ

が、富士山を望む自然に囲まれた河口湖ステラシ

アーで、夏の一夜を演出する。彼女の人柄がうかが

える豪華なゲストは、加藤登紀子、南こうせつ、そ

して話題のスピリチュアル・カウンセラー江原啓

之。この夏のイルカのステー

ジは、最高のステージになる

だろう。

ＮＨＫ連続テレビ小説「ファイト」より

７月８日（土）１７：００

河口湖ステラシアター

全席指定４０００円

チケット　５月１４日（日）

全国一斉発売

河口湖ステラシアター ℡７２-５５８８

由 紀 さ お り由 紀 さ お り

ＮＨＫ連続テレビ小説「ファイト」で四万温泉の老

舗旅館の女将「駒田絹子」を演じた由紀さおり。こ

の夏の河口湖ステラシアターのステージでは、「絹

子の愛唱歌」コンサートとして、彼女が「由紀さお

り」だけでなく「女将 駒田絹子」として、一味違う

ステージを演出します。スペシャルゲストは安田

祥子。２人のハーモニーも楽

しみなステージです。

田代美恵子（ヴァイオリン）　スタニスラフ・ボグニア（ピアノ）

町民のみなさんの活動を応援します

梶原林作基金助成は、町内の個人・団体の事業を応援

する制度です。上半期の応募締切は５月３１日（水）。

お問合せ　富士河口湖町教育委員会 文化振興局　℡７２-５５７７

梶原林作基金助成梶原林作基金助成


